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で
今
回
は
影
の
部
分
、
放
射
線
の
健
康
影
響
に
つ
い

て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

原
発
事
故
直
後
か
ら
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
く
ら
い

放
射
線
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
福
島
県
民

の
健
康
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
話
題
が
そ
の
後
本
当
に
ど
う
な
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
福
島
県
が
行
っ
て
い
る
「
福
島
県
民
健

康
調
査
」
の
結
果
を
基
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。思

い
出
し
た
く
な
い
こ
と
で
す
が
、
２
０
１
１
年

の
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
私
は
福
島
医
大
病
院
の
10
階
病
棟
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
室
で
学
生
た
ち
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

◆ 

は
じ
め
に

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
只
今
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
東
北
放
射
線
科

学
セ
ン
タ
ー
の
宍
戸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
「
放
射
線
と
健
康
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
７

年
以
上
経
過
し
た
現
在
の
放
射
線
に
関
す
る
健
康
影
響
に
つ
い
て
福
島
の
現

状
を
中
心
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
２
０
１
５
年
３
月
ま

で
福
島
県
立
医
科
大
学
で
放
射
線
を
利
用
す
る
放
射
線
科
で
仕
事
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
放
射
線
と
い
う
と
特
殊
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
我
々
が
地
球
上
に
住
ん
で
い
る
周
囲
に
は
必
ず
存
在
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
放
射
線
は
医
療
に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
医
療
に
と
っ
て
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
健
康
に
は
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
放
射
線
に
は
「
光
と
影
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
正
し
く
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
気
持
ち

特  集 「放射線と健康」
～放射線による健康影響について～

講　師
●宍 戸　文 男 氏
　（東北放射線科学センター理事長）
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揺
れ
が
も
の
す
ご
く
長
く
続
い
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
地
震
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た

津
波
に
よ
り
様
々
な
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
原
子
炉
建
屋
で
水
素
爆
発
が
起
き
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
放
出
さ
れ
た
放
射
線
物
質
は
飛
び
散
り
、
福
島
県
内
の
土
壌
に
沈
着
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
に
住
民
の
避
難
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

資
料
①
（
４
ペ
ー
ジ
）
の
よ
う
に
福
島
第
一
原
発
か
ら
北
西
に
延
び
る
形
で
放
射
性
物
質
の
沈
着
が
起

こ
り
ま
し
た
。
沈
着
の
度
合
い
は
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
し
た
人
々
、
避
難

を
し
な
か
っ
た
人
々
を
含
め
、福
島
県
民
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
が
健
康
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
も
う
問
題
が
な
い
と
言
っ
て
い
い
の
か
が
み
な
さ
ん
の
一
番
の
関
心
事
か
と
思
い
ま
す
。

◆ 「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
と
「
福
島
」
は
同
じ
レ
ベ
ル
の
災
害
な
の
か

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
震
災
当
時
話
題
に
な
っ
た
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
誤
解
が
あ
り
ま
す
。
一
番

大
き
い
誤
解
は
１
９
８
６
年
に
起
こ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
福
島
第
一
事
故
と

の
比
較
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
原
子
力
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
深
刻
度

を
表
す
「
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度
」
と
い
う
国
際
的
な
指
標
が
あ
り
、
深
刻
度
は
７
段
階
に
分
類
さ

資料①　陸上沈着の範囲　
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れ
る
の
で
す
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
一
番
高
い
「
７
」
の
「
深
刻
な
事
故
」
で
し
た
。
福
島
も
「
７
」

に
分
類
さ
れ
ま
し
た
（
資
料
②
・
６
ペ
ー
ジ
）。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
じ
で
す
の
で
、「
福
島
も
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
と
同
程
度
」
と
思
っ
た
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
つ
の
大
き
な
誤
解

の
も
と
で
し
た
。
今
で
は
地
震
の
大
き
さ
も
「
震
度
５
」
を
、「
震
度
５
弱
」「
震
度
５
強
」
と
細
か
く
分

け
て
い
ま
す
が
、
原
子
力
災
害
の
尺
度
も
「
７
弱
」「
７
強
」
と
分
か
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
じ
レ
ベ
ル
だ
か
ら
福

島
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
不
安
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

資
料
③
（
７
ペ
ー
ジ
）
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
今
回
の
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
の
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
事
故
当
時
は
な
か
な
か
正
確
な
数
字
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
様
々
な
計
測
か
ら
、
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
量
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
比
べ
る
と
お
お
よ
そ

10
％
～
20
％
く
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

◆ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
事
故
の
相
違
点

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
事
故
と
相
違
点
の
ひ
と
つ
は
、
原
子
炉
の
構
造
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

京
ベ
ク
レ
ル
＝
10

16
Bq

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故（
19
86
）

（
52
0京
（
5,
20
0,
00
0兆
）ベ
ク
レ
ル
）

キ
チ
ュ
テ
ム
惨
事（
19
57
）

チ
ョ
ー
ク
リ
バ
ー
原
子
炉
事
故（
19
52
）

ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
火
災（
19
57
）

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故（
19
79
）　
等

SL
-1
核
反
応
炉
事
故（
19
61
）

東
海
村
JC
O
臨
界
事
故（
19
99
）

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
事
故（
19
79
）　
等

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故（
20
11
）

（
77
京（
77
0,
00
0兆
）ベ
ク
レ
ル
）

資
料
②
　
国
際
原
子
力
事
象
評
価
尺
度

出
典
：
原
子
力
安
全
に
関
す
る
IA
EA
閣
僚
会
議
に
対
す
る
日
本
国
政
府
の
報
告
書
（
20
11
年
6月
）
よ
り
作
成

77
深
刻
な
事
故

深
刻
な
事
故

・
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
健
康
と
環
境
へ
の
影
響
を
伴
っ
た

　
放
射
性
物
質
の
深
刻
な
放
出
（
計
画
的
、
広
域
封
鎖
が
必
要
）

・
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
健
康
と
環
境
へ
の
影
響
を
伴
っ
た

　
放
射
性
物
質
の
深
刻
な
放
出
（
計
画
的
、
広
域
封
鎖
が
必
要
）

重
大
な
事
故

重
大
な
事
故

・
計
画
的
な
封
鎖
が
必
要
と
な
る
相
当
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出

・
計
画
的
な
封
鎖
が
必
要
と
な
る
相
当
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出

広
範
囲
へ
の
影
響
を
伴
う
事
故

広
範
囲
へ
の
影
響
を
伴
う
事
故

・
計
画
的
封
鎖
が
必
要
な
限
ら
れ
た
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出

・
計
画
的
封
鎖
が
必
要
な
限
ら
れ
た
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出

局
地
的
な
影
響
を
伴
う
事
故

局
地
的
な
影
響
を
伴
う
事
故

・
地
域
の
食
品
制
限
以
外
に
は
計
画
的
封
鎖
等
を
必
要
と
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
微
な
放
射
性
物
質
の
放
出

・
地
域
の
食
品
制
限
以
外
に
は
計
画
的
封
鎖
等
を
必
要
と
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
微
な
放
射
性
物
質
の
放
出

重
大
な
異
常
事
象

重
大
な
異
常
事
象

・
従
事
者
が
年
間
許
容
量
の
10
倍
を
被
ば
く
／
放
射
線
か
ら
の
非
致
死
の
確
定
的
影
響

・
従
事
者
が
年
間
許
容
量
の
10
倍
を
被
ば
く
／
放
射
線
か
ら
の
非
致
死
の
確
定
的
影
響

異
常
事
象

異
常
事
象

・
10
m
Sv
を
超
え
る
公
衆
の
被
ば
く
／
放
射
線
作
業
従
事
者
の
被
ば
く
限
度
（
1年
間
）
超
過

・
10
m
Sv
を
超
え
る
公
衆
の
被
ば
く
／
放
射
線
作
業
従
事
者
の
被
ば
く
限
度
（
1年
間
）
超
過

逸
脱

・
年
間
許
容
量
の
超
過
に
伴
う
被
ば
く

・
年
間
許
容
量
の
超
過
に
伴
う
被
ば
く

尺
度
未
満

尺
度
未
満

・
安
全
上
の
問
題
が
な
い

・
安
全
上
の
問
題
が
な
い

66 55 4 4 33 2 2 1 1 0 0

異 常 事 象 ・ 事 故 の 深 刻 度

事 故 異 常 事 象
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力
発
電
所
：
黒
鉛
減
速
沸
騰
軽
水
圧
力
管
原
子
炉
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
：
沸
騰
水
軽
水
冷
却
型
原

子
炉
）
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
炉
心
溶
融
、
核
爆
発
、
火
災
を
起
こ
し
、

炉
内
の
燃
料
と
核
分
裂
生
成
物
が
飛
び
出
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
の
場
合
は
原
子
炉
の
炉
心
溶
融
が
起
こ
り
、
圧
力
容
器
が
一
部
破
壊
さ
れ
て
格
納
容
器
に
落

ち
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
で
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
福
島
原
発
で
の
爆
発
は
、
燃
料
の
溶
融
に

伴
っ
て
発
生
し
た
水
素
が
建
屋
に
た
ま
り
、
爆
発
を
起
こ
し
、
原
子
炉
建
屋
内
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
違
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
、
キ
セ
ノ
ン
と
い
っ
た
建
屋
内
の
気
体
状
に
な
り
や
す
い
放
射
性
物

質
が
建
屋
外
に
出
ま
し
た
が
、気
体
に
な
り
に
く
い
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
と
か
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
は
、チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
比
率
で
見
て
み
る
と
か
な
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
後
の
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ウ
素
や
セ
シ
ウ
ム
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
約
１
割
く
ら
い
で
す
の
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
じ
よ
う

に
放
射
性
物
質
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
じ
と
、
誤

解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

＊：
PB

q
は

×
10

15
Bq

。

事
故

発
生

時
に

炉
心

に
蓄

積
さ

れ
て

い
た

放
射

性
核

種
の

環
境

へ
放

出
さ

れ
た
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融
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資
料
③
　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
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福
島
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一
の
放
射
性
核
種
の
推
定
放
出
量
の
比
較
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典
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◆ 
ロ
シ
ア
と
日
本
の
避
難
基
準
の
違
い

避
難
の
基
準
に
つ
い
て
も
誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
当
時
は
、
か
な
り
無
理
を
し
て
避
難
し
た
の
で

は
な
い
か
と
か
、
避
難
し
な
く
と
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
噂
が
飛
び
交
っ
た
と
思
い

ま
す
。
日
本
の
基
準
は
ロ
シ
ア
の
基
準
よ
り
も
緩
や

か
だ
、
と
の
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
避
難

の
基
準
と
い
う
の
は
、
事
故
直
後
は
被
ば
く
線
量
が

１
年
間
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
恐
れ
の
あ
る
人
々

を
避
難
さ
せ
、
そ
の
後
は
１
年
間
30
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え

る
よ
う
な
人
た
ち
、
と
徐
々
に
厳
し
く
し
て
い
き
、

５
年
経
っ
て
年
間
５
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
地
域
住
民
を

避
難
さ
せ
る
よ
う
に
、
段
階
的
に
避
難
の
基
準
を
下

げ
て
き
ま
し
た
（
資
料
④
）。

日
本
の
場
合
は
一
貫
し
て
年
間
20
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え

る
場
合
に
は
避
難
の
対
象
と
す
る
と
決
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
時
間
の
経
過
や
除
染
に
よ
り
、
20
ｍ
Ｓ

ｖ
以
下
に
な
れ
ば
戻
っ
て
も
い
い
、
戻
る
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
基
準
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
日
本
と
ロ
シ
ア
の
避
難
基
準
の
違
い
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）
は
、
２

０
０
７
年
の
勧
告
で
、
放
射
線
事
故
を
想
定
し
た
対

処
法
を
勧
告
し
て
い
ま
し
た
（
資
料
⑤
）。
一
般
公

衆
の
被
ば
く
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
非
常
事
態
の

場
合
で
あ
る
「
緊
急
時
被
ば
く
状
況
」
で
は
、
参
考

レ
ベ
ル
と
し
て
年
間
20
～
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
、
非
常
事

態
か
ら
の
回
復
や
復
旧
の
時
期（
現
存
被
ば
く
状
況
）

で
は
年
間
１
～
20
ｍ
Ｓ
ｖ
と
し
、
平
常
時
の
限
度
で

資料④　ロシアと日本の避難基準　　

•日本：
　20mSv/年

•ロシア：
　1年目：
　100mSv/y
　2年目：
　30mSv/y
　3年目：
　25mSv/y
　4年目：
　20mSv/y
　5年目から
　5mSv/y

100

1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年以降

年間被ばく線量（mSv/年）

30
25
20

5

ロシアの避難基準

日本の避難基準
チェルノブイリ
区域管理法・被災者支援法
成立

ソ連が崩壊、
ウクライナ、
べラルーシが独立

資料⑤　被ばく状況と防護対策　　

出典：ICRP Publication 103「国際放射線防護委員会の2007年勧告」The Intemational Commission
　　　on Radiological Protection（国際放射線防護委員会）、2007

mSv：ミリシーベルト

放射線による人の被ばく状況
計画被ばく状況 現存被ばく状況 緊急時被ばく状況

被ばくが生じる前に防護
対策を計画でき、被ばく
の大きさと範囲を合理的
に予測できる状況
線量限度

（一般公衆）1mSv/年
（職業人）100mSv/5年
　　　　かつ50mSv/年
対策
放射性廃棄物処分、長寿
命放射性廃棄物処分の管
理等

管理についての決定がな
される時点で既に被ばく
が発生している状況

参考レベル
1～20mSv/年のうち低
線量域、
長期目標は1mSv/年
対策
自助努力による放射線防
護や放射線防護の文化の
形成等

急を要するかつ、長期的
な防護対策も要求される
かもしれない不測の状況

参考レベル
20～100mSv/年の範囲

対策
避難、屋外退避、放射線
状況の分析・把握、モニ
タリングの整備、健康調
査、食品管理等

10 9
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あ
る
追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
を
目
標
に
線
量
低
減
に
努
力
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
ま

し
た
。

◆ 

原
発
事
故
と
健
康
へ
の
影
響

原
発
事
故
直
後
か
ら
の
避
難
で
は
、
健
康
被
害
が
起
こ
る
よ
う
な
被
ば
く
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
心
配
す
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
は
急
性
放
射
線
障
害
と
い
っ
て
、
放
射
線
を
浴
び
て
１
ヵ
月
以
内
に
亡
く

な
っ
た
方
が
１
０
０
人
以
上
い
ま
し
た
が
、
福
島
の
場
合
は
放
射
線
被
ば
く
の
急
性
障
害
で
亡
く
な
っ
た

方
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
体
調
を
崩
し
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
な
ど
、
福
島
県
内
の
市
町
村
が
震
災
関
連
死
と
認
定
し
た
死
者
数
は
２
０
１
８
年
２
月
20
日
現
在
、

２
２
１
１
人
に
上
り
、地
震
や
津
波
で
死
亡
し
た
直
接
死
の
１
６
０
５
人
を
６
０
６
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
違
っ
て
い
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
後
に
は
、
避
難
に
よ
る
環
境
や
食
生
活
な
ど
の
生
活
の
変
化
が
大
き
な
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、
体
調
の
変
化
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
か
な
り
の
人
た
ち
が
避
難
さ

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
健
康
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
、
最
大
の
健
康
影

響
だ
と
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
20
周
年
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
２
０
０
６
年
）
で
の
ま
と
め
資
料
⑥
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ

る
体
調
異
常
が
放
射
線
に
よ
る
変
化
と
誤
っ
て
伝
え

ら
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。健

康
被
害
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
も
う
一
つ
の
違

い
は
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
の
発
生
で
す
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
で
は
最
終
的
に
約
６
０
０
０
人
の
子
ど
も

の
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ

た
の
は
そ
の
う
ち
15
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

死
亡
者
の
数
が
少
な
い
の
が
、
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
表
資
料
⑦
（
13
ペ
ー
ジ
）
で
は
福
島
の
場
合
の

甲
状
腺
が
ん
は
「
？
」
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

資料⑥　チェルノブイリ事故20周年のまとめ 【チェルノブイリ・フォーラム 2006年】

1. 急性放射線障害の症状　　134人（237人入院）
 3ヶ月以内に28人死亡
 その後20年間に15人死亡
 
2. 小児甲状腺がん　　　　　約4,800人以上
 うち死亡が確認された人　9名
 2011年4月までに約6,000人（うち15名死亡）
3. 白血病も含め他の疾患の増加は確認されていない

4. 精神的な障害が最大の健康影響
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ピ
ー
ク
時
に
は
約
16
万
人
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
⑧
・
15
ペ
ー
ジ
）。

食
品
な
ど
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
原
発
事
故
直
後
は
原
子
力
安
全
委
員
会
が
暫
定
規
制
値
を
示
し
て
い

ま
し
た
が
、
事
故
の
翌
年
の
平
成
24
年
４
月
年
か
ら
は
厚
労
省
薬
事
食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
に
基
づ
い

て
よ
り
厳
し
い
基
準
値
が
設
定
さ
れ
、
食
品
の
出
荷
制
限
な
ど
の
規
制
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
み

水
、
食
品
な
ど
の
汚
染
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
に
飲
料
水
、
食
品
の
規
制
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
資
料
⑨
・
16
ペ
ー
ジ
）。

◆ 

検
査
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
食
の
安
全

事
故
直
後
に
は
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
と
い
う
半
減
期
（
放
射
線
を
放
出
し
て
半
分
に
な
る
時
間
）
が
８
日

間
の
放
射
性
物
質
の
汚
染
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ウ
素
は
海
草
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
物
質
で
、
体

内
に
は
い
る
と
、
甲
状
腺
に
取
り
込
ま
れ
て
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
に
作
り
替
え
ら
れ
る
元
素
で
す
。
牛
が
ヨ

ウ
素
１
３
１
で
汚
染
さ
れ
た
草
を
食
べ
る
と
、
そ
れ
が
牛
乳
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
原

因
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
汚
染
さ
れ
た
牛
乳
を
飲
ん
だ
子
ど
も
達
の
多
く
が
甲
状
腺
の
被
ば
く
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
情
報
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
す
が
、
牛

乳
を
捨
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
後
で
お
話
し
し
ま
す
が
、
私
は
結
局
起

こ
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
血
病
も
含
め
て
甲
状
腺
が
ん
以
外
の
が
ん

や
病
気
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
も
２
０
０
６

年
の
段
階
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆ 

空
間
線
量
率
と
食
品
規
制

被
ば
く
線
量
低
減
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
空
間
線
量
率
が
高
い
こ
と
か
ら
く
る
外
部
被
ば

く
を
低
減
し
、
内
部
被
ば
く
の
低
減
に
つ
い
て
は
、

飲
料
水
や
食
品
か
ら
の
放
射
性
物
質
が
体
内
に
入
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

避
難
の
基
準
は
年
間
20
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
る
場
合
で
、
空
間
線
量
率
が
３
・
８
μ
Ｓ
ｖ
／

ｈ
以
上
の
地
域
と
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
避
難
で
は
、

資料⑦　チェルノブイリと東電福島第一原発事故の違い

原子炉
格納容器
初動状態
放射性物質排出量

黒鉛減速沸騰軽水圧力管型
なし

制御棒抜いたまま
520万TBq
3日間発表せず

大統領公式発表は1週間後
3306µSv/h
出回る

50-100mSvから2千mSv

6848人
（事故当時18歳未満）
15人（0.22%）

沸騰水型
あり

制御棒挿入された
77万TBq

即日

170µSv/h
出回ってない

0.01から0.1µSv＊
（1150人のうち45％）

？

？

チェルノブイリ
1986年4月26日

東電福島第一
2011年3月11日

事故直後空間線量最高値
放射性ヨウ素を含む牛乳

爆発後発表

放射性ヨウ素による
被ばく線量

甲状腺がん

甲状腺がんによる死者
＊3月24日～30日：いわき市と川俣町、飯館村で0～15歳の子どもを対象に実施

出典：原子力安全委員会資料より
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ヨ
ウ
素
１
３
１
の
半
減
期
は
８
日
で
す
の
で
、

３
ヵ
月
経
つ
と
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
残
っ
た
の
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
と
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
で
、
半
減
期
が
２
年
と
30
年
と
い
う
比
較
的
長

い
も
の
な
の
で
、
今
で
も
土
の
中
に
は
少
し
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
残
っ
て
い
ま
す
。
残
っ
た
セ
シ
ウ
ム
が

食
べ
物
に
入
っ
て
こ
な
い
か
、
食
べ
物
は
大
丈
夫
な

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
震
災
後
い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物

の
放
射
性
物
質
を
測
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
道

水
に
つ
い
て
は
、
事
故
直
後
に
問
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
５
月
以
降
は
規
制
基
準
以
下
が
続
い
て
お
り
、

摂
取
制
限
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
人
が
毎
日
摂
取
す
る
食
品
の
代
表
で
あ
る
米

に
つ
い
て
も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
産
米

平
成
24
年

5月
平
成
25
年

5月
平
成
26
年

5月
平
成
27
年

5月
平
成
28
年

5月
平
成
29
年

5月
平
成
30
年

3月

（
単
位
：
人
）

県
内
避
難
者

県
外
避
難
者

避
難
先
不
明
者

避
難
者
数
は
、
平
成
24
年
5月
の
16
万
4,
86
5人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お
り
、
平
成
30
年
3月
時
点
で
は
約
5万
人
が

避
難
を
続
け
て
い
る
。

避
難
者
の
推
移

出
典
：
福
島
県
災
害
対
策
本
部
「
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
即
報
」
各
月
最
終
報

資
料
⑧
　
原
発
事
故
災
害
に
よ
る
避
難
者

0

30
,0
00

60
,0
00

90
,0
00

12
0,
00
0

15
0,
00
0

18
0,
00
0

010
0

20
0

14
7人

14
7人

50
人

50
人

31
人

31
人

20
人

20
人

20
人

20
人

13
人

13
人

15
,3
84

15
,3
84

34
,0
95

34
,0
95

49
,4
92

49
,4
92

23
,7
35

23
,7
35

36
,4
24

36
,4
24

60
,1
79

60
,1
79

50
,6
02

50
,6
02

41
,5
32

41
,5
32

92
,1
54

92
,1
54

67
,7
82

67
,7
82

46
,1
70

46
,1
70

11
3,
98
3

11
3,
98
3

83
,2
50

83
,2
50

45
,8
54

45
,8
54

12
9,
15
4

12
9,
15
4

97
,2
86

97
,2
86

54
,6
80

54
,6
80

15
2,
11
3

15
2,
11
3

10
2,
82
7

10
2,
82
7

62
,0
38

62
,0
38

16
4,
86
5

16
4,
86
5

資料⑨　食品中の放射性物質対策 平成24年4月からの基準値

●放射性セシウムの暫定規制値※1 ●放射性セシウムの現行基準値※2

出典：厚生労働省ウェブサイト「食品中の放射性物質への対応」より作成

※2　放射性ストロンチウム、プルトニウム等を
　  　含めて基準値を設定

（単位：Bq/kg）
※1　放射性ストロンチウムを含めて
　  　規制値を設定

食品群
飲料水

規制値 食品群 基準値
200 飲料水 10

牛乳・乳製品
野菜類
穀類

肉・卵・魚・その他

200 牛乳 50

一般食品

乳児用食品

100

50
500

●暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般的に評価され、
安全は確保されたが、より一層、食品の安全と安心を確保する観点から、暫定
規制値で許容していた年間線量５ミリシーベルトから年間１ミリシーベルトに
基づく基準値に引き下げた。
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に
つ
い
て
は
測
定
装
置
の
準
備
等
で
検
査
体
制
が
十
分
で
は
な
く
、サ
ン
プ
ル
調
査
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、

24
年
産
米
か
ら
は
、
福
島
県
か
ら
出
荷
さ
れ
る
米
は
１
０
０
％
測
定
す
る
体
制
が
整
い
、
玄
米
の
全
袋
検

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
資
料
⑩
・
18
ペ
ー
ジ
）。
測
定
の
結
果
、
規
制
値
で
あ
る
１
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ

以
下
で
あ
る
も
の
は
大
丈
夫
と
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
と
決
め
た

の
は
、
１
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
の
米
を
毎
日
食
べ
て
も
、
年
間
追
加
被
ば
く
線
量
が
１
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
な
い

と
計
算
で
き
る
こ
と
か
ら
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
産
米
か
ら
福
島
県
で
は
す
べ
て
が
測
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
27
年
産
米
以
降
は
、
１
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
を
超
え
る
玄
米
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
（
資

料
⑪
・
19
ペ
ー
ジ
）。

玄
米
以
外
に
も
食
品
に
つ
い
て
は
、
検
出
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
品
目
等
を
重
点
的
に
検
査
す
る
体
制

が
と
ら
れ
、
制
限
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
品
目
は
、
品
目
と
区
域
を
設
定
し
て
、
一
般
に
流
通
し
な
い
よ

う
に
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ト
は
、
各
都
道
府
県
が
出
荷
制
限
の
対
象
食
品
と
し
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
12
月
13
日
現
在
の
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
食
品
に
関
す
る
出
荷
制
限
等
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
出
荷
制
限
と
い
っ
て
も
、
栽
培
し
て
い
る
農
産
物
で
は
平
成
27
年
産
か
ら
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
玄
米
は
平
成
27
年
産
以
降
、
麦
類
は
平
成
24
年
度
以
降
、
豆
類
・
雑
穀
類
は
平
成
27
年
産
以
降
、

資
料
⑩
　
福
島
県
に
お
け
る
米
の
全
袋
検
査

※
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
基
づ
き
作
成
。

福
島
県
で
は
、
検
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
検
査
と
は
別
に
、
24
年
産
米
か
ら
県
内
全
域
で
全
袋
検
査
を
実
施

出
典
：
農
林
水
産
省
「
農
林
水
産
現
場
に
お
け
る
対
応
」
よ
り
作
成

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド ※
玄
米
袋

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

検
査
済
み
ラ
ベ
ル（
玄
米
用
）

全
て
の
米
袋
に

生
産
者
バ
ー
コ
ー
ド
を

貼
り
、検
査
場
に

持
ち
込
む

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
検
査
器
で

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

放
射
性
物
質
を
検
査

放
射
性
物
質
が
基
準

値
以
下
の
み
合
格

合
格
し
た
玄
米
に
検
査
済

ラ
ベ
ル
を
貼
る

Q
R
コ
ー
ド
で
検
査
済
結
果
を
確
認
可
能

「
ふ
く
し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会

（
ht
tp
s:/
/f
uk
um
eg
u.
or
g/
ok
/k
om
e）
」
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野
菜
・
い
も
類
は
平
成
25
年
度
以
降
、
果
実
類
・
種

実
類
は
平
成
25
年
度
以
降
、
基
準
値
を
超
え
た
も
の

は
み
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

畜
産
物
で
は
原
乳
は
平
成
24
年
度
以
降
、
牛
肉
・

豚
肉
は
平
成
25
年
度
以
降
、
鶏
肉
・
卵
類
は
検
査
開

始
以
来
、
基
準
値
を
超
え
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
な
の
は
、
き
の
こ
や
山
菜
で
す
が
、
栽
培
管

理
を
行
っ
て
生
産
さ
れ
た
き
の
こ
類
は
平
成
27
年
度

か
ら
、
栽
培
の
山
菜
類
で
は
平
成
25
年
度
以
降
に
は

基
準
超
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
野
生

の
き
の
こ
類
と
山
菜
類
、
野
生
鳥
獣
肉
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
現
在
で
も
基
準
値
を

超
え
る
も
の
が
あ
り
、
出
荷
制
限
の
措
置
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

福
島
県
の
海
産
物
は
、
試
験
操
業
を
行
い
、
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
４
月
以
降
は
、
基
準
を
超
え
る
魚
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

淡
水
魚
は
ま
だ
少
し
基
準
を
超
え
る
個
体
が
検
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
野
生
の
山
菜
、
き
の
こ
、
淡
水
魚
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
の
肉
な
ど
は
基

準
値
超
過
が
み
ら
れ
て
い
ま
が
、
一
般
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
基
準
超
え
は
な

い
と
思
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
県
は
春
に
は
コ
シ
ア
ブ
ラ
な
ど
の
山
菜
、
秋
に
は
野
生
の
き
の
こ
、
と
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
ら
を
楽
し
む
の
は
も
う
少
し
待
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆ 

福
島
県
「
県
民
健
康
調
査
」
に
つ
い
て

原
発
事
故
後
、
日
本
中
が
心
配
し
た
こ
と
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
被
ば
く
が
も
と
で
お
こ
る
健
康
影

響
が
あ
る
の
か
、と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
心
配
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、被
ば
く
線
量
の
評
価
と
個
々

人
の
健
康
影
響
の
評
価
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
福
島
県
は
県
民
健
康
調
査
を
福
島
県
立
医
科
大
学
に
委

託
し
て
、
事
故
か
ら
３
ヵ
月
後
の
６
月
か
ら
調
査
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
こ
に
お
集
ま
り
の
み
な
さ
ん
は
福
島
市
に
住
ん
で
い
る
方
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
調
査
の
一
部

を
受
け
て
い
る
は
ず
で
す
。
健
康
調
査
で
は
５
つ
の
項
目
の
検
査
を
し
て
い
ま
す（
資
料
⑫
・
21
ペ
ー
ジ
）。

資料⑪　玄米の全袋検査の結果

生産年

＊測定下限値：25Bq/Kg

平成24年産米

平成25年産米

平成26年産米

平成27年産米

平成28年産米

平成29年産米

平成30年産米

検査点数

10,346,169

11,006,552

11,014,971

10,498,720

10,266,008

9,976,479

9,015,769

10,323,674

10,999,224

11,013,045

10,498,055

10,265,586

9,976,412

9,015,739

25～50
Bq/Kg

基準超
の割合

25Bq/Kg
未満

20,357

6,484

1,910

647

417

67

30

平成27年度以降規制値（100Bq/Kg）を超えているものはない

玄米の放射性物質検査H24-H30 年度米：全数検査
51～75
Bq/Kg

1,678

493

12

17

5

0

0

76～100
Bq/Kg

389

323

2

1

0

0

0

100
Bq/Kg超

71

28

2

0

0

0

0

0.0007％

0.0003％

0.0000％

0.0000％

0.0000％

0.0000％

0.0000％
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一
つ
目
は
全
県
民
を
対
象
に
し
た
基
本
調
査
で
す
。

詳
細
調
査
と
し
て
、
県
内
の
18
歳
以
下
の
子
供
た
ち

を
対
象
に
し
た
甲
状
腺
検
査
、
避
難
指
示
に
よ
り
避

難
し
た
地
域
住
民
（
＊
）
を
対
象
と
し
た
健
康
診
査
、

同
じ
く
避
難
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し
た
こ
こ
ろ
の

健
康
度
・
生
活
習
慣
に
関
す
る
調
査
、
お
よ
び
母
子

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
妊
産
婦
を
対
象
と
し

た
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
で
す
。

＊　

避
難
区
域
等
：
広
野
町
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、

大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
、
飯
舘
村
、
南
相
馬
市
、

田
村
市
、
川
俣
町
の
全
域
及
び
伊
達
市
の
一
部
（
特
定
避
難
勧
奨

地
点
関
係
地
区
）
の
13
市
町
村

◆ 「
基
本
調
査
」
に
つ
い
て

ま
ず
最
初
は
「
基
本
調
査
」
で
す
。
こ
れ
は
、
事
故
当
時
の
福
島
県
民
全
員
を
対
象
に
事
故
か
ら
４
ヵ

月
間
に
ど
れ
く
ら
い
の
放
射
線
を
浴
び
た
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

放
射
線
に
被
ば
く
す
る
こ
と
は
「
内
部
被
ば
く
」
と
「
外
部
被
ば
く
」
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
外

部
被
ば
く
と
い
う
の
は
身
体
の
外
か
ら
の
放
射
線
が
体
に
当
た
る
こ
と
で
す
。
内
部
被
ば
く
と
は
、
お
米

や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
て
、
体
の
内
部
か
ら
自
分
の
体
に
放
射
線
が
当
た
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ

の
両
方
を
足
し
て
ど
の
く
ら
い
被
ば
く
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。
正
確
に
は
、
外
部
被
ば

く
は
何
ら
か
の
積
算
線
量
計
を
身
に
つ
け
て
、
測
定
し
ま
す
。
内
部
被
ば
く
は
、
体
内
の
放
射
性
物
質
を

計
測
す
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
を
用
い
て
測
定
し
ま
す
。
事
故
直
後
か
ら
４
ヵ
月
間

に
線
量
計
で
外
部
被
ば
く
を
測
定
で
き
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
し
て
や
、
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
検
査
を
受
け
た
人
は
ご
く
少
数
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
様
々
な
不
確
定
要
素
は

残
り
ま
す
が
、
測
定
が
可
能
だ
っ
た
地
域
ご
と
の
空
間
線
量
率
と
放
射
性
物
質
の
拡
散
の
状
況
か
ら
、
福

島
県
内
の
各
地
域
の
空
間
線
量
率
を
推
定
し
、
個
々
人
が
４
ヵ
月
間
ど
の
地
域
に
暮
ら
し
、
ど
の
よ
う
に

移
動
し
た
か
、
と
い
う
行
動
を
思
い
出
し
て
、
そ
の
行
動
記
録
か
ら
線
量
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ

資料⑫　福島県「県民健康調査」

1．基本調査（対象者：約206万人）
 • 全福島県民

2．甲状腺検査（対象者：約38.5万人）
 • 県内の18歳以下

3．健康診査（対象者：約21万人）
 • 避難区域の住民

4．こころの健康度・生活習慣に関する調査（対象者：約21万人）
 • 避難区域の住民

5．妊産婦に関する調査（対象者：約1.5万人）
 • 県内の妊産婦
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ラ
ム
を
使
っ
て
推
定
す
る
方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
み
な
さ
ん
に
も
通
知
が
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
私
に
も
届
き
ま
し
た
。
私
の
４
ヵ
月
間
の

線
量
は
１
・
６
ｍ
Ｓ
ｖ
で
し
た
。

資
料
⑬
が
基
本
調
査
の
結
果
で
す
が
、
県
民
全
体

で
は
、
４
ヵ
月
間
で
被
ば
く
線
量
が
25
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超

え
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
５

ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
で
、
平
均
値
だ
と
４
ヵ
月
で
０
・
８
ｍ

Ｓ
ｖ
と
い
う
被
ば
く
線
量
で
、
最
高
値
が
25
ｍ
Ｓ
ｖ

で
し
た
。
公
衆
の
１
年
間
の
追
加
被
ば
く
は
１
ｍ
Ｓ

ｖ
で
す
の
で
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
25
倍
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
私
の
か
つ
て
の
仕
事
は
放
射
線
を

使
っ
て
検
査
を
す
る
立
場
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｔ
を
１
回

撮
る
と
10
ｍ
Ｓ
ｖ
と
か
20
ｍ
Ｓ
ｖ
と
い
う
線
量
で

す
。
そ
れ
で
身
体
に
障
害
が
起
こ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
検
査
は
し
ま
せ
ん
。
こ
の
数
値
は
基
準
よ

り
も
高
い
な
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
心
配
す
る
よ
う
な
量
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆ 

基
本
調
査
以
降
の
外
部
被
ば
く
の
計
測

基
本
調
査
は
原
発
事
故
直
後
か
ら
４
ヵ
月
間
の
被
ば
く
線
量
で
す
が
、
そ
の
後
の
線
量
は
、
実
測
の
準

備
が
整
い
次
第
、
計
測
が
開
始
さ
れ
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
市
で
は
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
に
よ
る
外
部
被
ば
く
測
定
が
９
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た（
資
料
⑭
・
25
ペ
ー

ジ
）。
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
は
全
員
に
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
が
配
布
さ
れ
、
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
毎

日
学
校
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
で
も
15
歳
以
下
の
方
は
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
に
よ
る
線
量
の
測
定
を
し

て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
は
３
ヵ
月
に
１
回
交
換
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
23
年
度
の
結
果
は
平
均
値
で

年
間
１
・
04
ｍ
Ｓ
ｖ
で
し
た
。
平
成
23
年
の
計
測
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
福
島
市
の
住
民
の
測
定
結
果
は
、

何
か
が
起
こ
る
と
い
う
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
は
全
く
無
い
と
い
う
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
福
島
市
健
康
管
理

検
討
委
員
会
は
大
丈
夫
と
の
意
味
合
い
で
、「
将
来
、
放
射
線
に
よ
る
が
ん
の
増
加
な
ど
の
可
能
性
は
少

な
い
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
福
島
市
民
の
年
間
被
ば
く
線
量
の
平
均
値
の
グ
ラ
フ
を
資
料
⑮
（
25
ペ
ー
ジ
）
に
示
し
て
い

資料⑬　基本調査

●事故後4か月間の外部被ばく実効線量：
　 • 99.8%が5mSv未満
　 •平均：0.8mSv
　 • 最大：25mSv

●これまで得られている科学的知見に照らして、統計的有意差をも
って確認できるほどの健康影響が認められるレベルではないと評
価する。

●調査率が30％程度であるが、代表性の検討から、このデータが
県民の事故直後から4ヶ月間の被ばく線量と評価可能である。
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ま
す
。
平
成
23
年
は
１
・
04
ｍ
Ｓ
ｖ
で
し
た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て
最
新
の
デ
ー

タ
（
平
成
29
年
）
は
年
間
０
・
12
ｍ
Ｓ
ｖ
で
す
か
ら
通
常
の
自
然
放
射
線
の
レ
ベ
ル
に
隠
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
値
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
平
成
28
年
と
平
成
29
年
で
は
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
横

ば
い
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
４
ヵ
月
間
の
基
本
調
査
の
分
と
年
間
の
線
量
を
加
算
し
て
い
く
と
、
５
年
間
の
積
算
線
量
が
計

算
さ
れ
ま
す
。
福
島
市
民
の
平
均
の
事
故
後
か
ら
の
５
年
間
（
平
成
23
年
か
ら
平
成
28
年
）
の
積
算
線
量

は
３
・
75
ｍ
Ｓ
ｖ
と
計
算
さ
れ
ま
す
。
被
ば
く
線
量
が
問
題
に
な
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

大
人
は
も
う
記
録
に
残
す
必
要
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、「
こ
ん
な
に
少
な

い
の
だ
か
ら
測
ら
な
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な

社
会
の
情
勢
を
考
え
る
と
、
子
ど
も
達
は
自
分
が
ど
の
く
ら
い
浴
び
た
か
と
い
う
の
は
覚
え
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
母
子
手
帳
の
予
防
接
種
の
記
録
の
よ
う
に
記
録
と
し
て
残
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
10
年
後
20
年
後
と
時
間
が
経
っ
た
と
き
に
、
様
々
な
こ
と
を
言
う
人
た
ち
が
い
ま
す
。「
浴
び
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
言
わ
れ
る
と
あ
ま
り
気
持
ち
が
良
い
も
の
で
は
な
い
し
、「
実
際
に
私
は
こ
れ
し

か
浴
び
て
い
ま
せ
ん
よ
」
と
反
論
で
き
る
デ
ー
タ
を
残
し
て
お
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

資料⑭　福島市の対応：ガラスバッジとWBC

• 内部被ばく：WBC　
　　　　　　　平成23年11月から

•外部被ばく：ガラスバッジ
　　　　　　　平成23年9月から

中学生以下の子どもと妊娠中の方を対象
に、個人線量計（ガラスバッジ）で外部被ば
く積算線量を測定。

移動式ホールボディーカウンターを市独自で導入。県や医療機関
などと連携しながら、中学生以下の子どもと妊娠中の方を最優先
に、内部被ばくの検査を進めています。

出典：福島市健康検討委員会資料より

資料⑮　福島市民の事故直後5年間の推定線量

平成23年度

（mSv）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

●基本調査：県北平均：1.4mSv　Max：11mSv
●福島市民の平均：平成23年9月1日から平成28年8月31日までの5年間
の積算線数：2.56mSv
●私（福島市民）原発事故直後から5年間（平成23年3月11日から平成28年
8月31日）の推定積算線量：1.6＋2.56＝4.16mSv

1.04

0.56
0.44

0.32
0.20

0.12 0.12
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と
で
、
健
康
管
理
検
討
委
員
会
で
も
、
線
量
は
下
が
っ
た
け
れ
ど
測
定
は
続
け
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
れ
な
り
の
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

た
と
え
ば
今
、
風
疹
が
再
び
流
行
し
て
い
ま
す
。
40
代
50
代
の
人
が
か
か
り
や
す
く
、
多
く
の
人
が
予

防
接
種
を
し
た
か
ど
う
か
確
か
な
記
録
や
記
憶
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
時
代
は
予
防
接
種
が
任
意
だ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
か
っ
た
世
代
な
ん
で
す
ね
。
記
憶

に
な
い
か
ら
不
安
に
な
る
。
放
射
線
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
心
配
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た

手
間
だ
け
れ
ど
や
っ
て
お
く
べ
き
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
私
と
し
て
は
強
調
し
た
い
で
す
。
私
の
よ

う
な
年
齢
だ
と
あ
と
20
年
く
ら
い
の
う
ち
な
ら
問
題
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
に
関
し
て
は

そ
こ
か
ら
先
の
話
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く
の
は

我
々
の
世
代
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
線
量
の
評
価

も
う
一
方
で
、
物
を
食
べ
て
体
の
中
に
入
っ
た
放
射
性
物
質
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
調

べ
る
た
め
、
福
島
県
で
は
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
と
い
う
測
定
装
置
を
搭
載
し
た
バ

ス
を
準
備
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
調
達
に
は
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
11

月
か
ら
測
定
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
（
資
料
⑭
・
25
ペ
ー
ジ
）。

最
近
で
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
装
置
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
測
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
測
っ
た
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
検
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
外
な
ど
に
避
難
さ
れ
た
人
は
放
射
性
物
質
を
取
り
込
む
危
険
性
は
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
避
難

指
示
の
な
か
っ
た
福
島
市
や
伊
達
市
の
人
は
一
部
の
方
を
除
い
て
避
難
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
ま

ま
住
ん
で
い
て
本
当
に
大
丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
安
心
を

得
る
た
め
に
、
測
定
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
計
測
結
果
は
、
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
等
に
よ
り
測
定

さ
れ
た
外
部
被
ば
く
よ
り
更
に
少
な
い
線
量
で
、
問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
計
測
を
始
め
た
時
点
で
は

内
部
被
ば
く
が
心
配
だ
と
い
う
人
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
計
測
し
て
み
る
と
１
ｍ
Ｓ

ｖ
を
超
え
る
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
23
年
度
に
妊
婦
と
子
ど
も
達
の
測
定
結
果
で
は
測
定
し
た
４
５
８
５
人
全
員
が
預
託
実
効
線
量
と

い
う
50
年
間
積
算
し
た
被
ば
く
線
量
は
１
ｍ
Ｓ
ｖ
未
満
と
い
う
結
果
で
し
た
。
資
料
⑯
（
29
ペ
ー
ジ
）
に

示
す
よ
う
に
平
成
23
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
１
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
よ
う
な
人
は
い
ま

28 27



ひろば491号-特集ひろば491号-特集

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
後
も
希
望
者
と
子
ど
も
た
ち
に
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆ 

被
ば
く
線
量
は
問
題
な
い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る

私
は
放
射
線
を
扱
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
（
職
業
人
）
の
被
ば

く
線
量
は
５
年
間
で
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
に
抑
え
な
さ
い
と
い
う
こ
と
が
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
基
準
か
ら
す
る
と
全
然
問
題
な
い
レ
ベ
ル
で
す
。
私
は
で
き
る
だ
け
浴
び
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い

ま
す
の
で
低
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、中
に
は
仕
事
上
ど
う
し
て
も
高
く
な
る
方
も
時
々
い
ま
す
。
で
も
、

職
業
人
の
被
ば
く
限
度
の
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
を
平
均
す
る
と
１
年
間
20
ｍ
Ｓ
ｖ
で
す
。
国
の
避
難
基
準
の
年

間
20
ｍ
Ｓ
ｖ
と
い
う
の
も
こ
の
数
値
を
基
に
決
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
医
療
の
現
場
で
放
射

線
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
達
は
、
基
準
を
守
っ
て
い
れ
ば
被
ば
く
に
よ
る
健
康
影
響
の
問
題
は
起

こ
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
決
め
ら
れ
た
基
準
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。日

本
人
の
自
然
界
か
ら
受
け
る
放
射
線
被
ば
く
と
い
う
の
は
平
均
で
年
間
２
・
１
ｍ
Ｓ
ｖ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
現
在
の
福
島
の
結
果
は
そ
れ
よ
り
ち
ょ
っ
と
多
い
く
ら
い
で
す
。
日
本
で
は
、
検
診
で
も

放
射
線
を
使
い
ま
す
し
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
放
射
線
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

資
料
⑯
　
福
島
市
民
の
内
部
被
ば
く
線
量
：
W
B
C

●
平

成
23

年
11

月
か

ら
大

波
・

渡
利

地
区

の
0～

3歳
児

の
保

護
者

、
妊

婦
を

対
象

に
実

施
。

●
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

が
検

出
さ

れ
た

方
は

全
体

の
約

2.
2%

（
平

成
26

年
8月

31
日

現
在

）
。

●
検

査
の

結
果

か
ら

計
算

さ
れ

た
預

託
実

効
線

量
は

受
検

者
全

員
が

 1
m

Sv
 未

満
。

※
検

査
対

象
者

数
は

、
平

成
26

年
3月

31
日

の
住

民
基

本
台

帳
人

口
※

年
齢

区
分

の
基

準
日

は
、

平
成

26
年

3月
31

日
※

検
査

人
数

は
、

2回
目

以
降

の
検

査
も

含
む

延
べ

人
数

。
再

検
査

の
人

数
は

延
べ

人
数

の
内

数
。

平
成

26
年

8月
末

現
在

年
齢

区
分

10
歳

未
満

10
歳

代
20

歳
代

30
歳

代
40

歳
以

上
計

住
登

外
ひ

ら
た

中
央

病
院

合
　

　
計

検
査

対
象

者
数

（
人

）
再

検
査

累
　

　
　

計
検

査
人

数（
人

）

21
,9

35
28

,2
69

28
,3

60
34

,6
56

17
0,

87
0

28
4,

09
0

28
4,

09
0

17
,6

09
38

,2
21

6,
55

9
10

,2
02

34
,2

15
10

6,
80

6
89

7
1,

35
8

10
9,

06
1

52 24
6 33 51 39
9

78
1 5

78
6
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が
年
間
平
均
す
る
と
ひ
と
り
あ
た
り
５
ｍ
Ｓ
ｖ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
（
資
料
⑰
・
31
ペ
ー
ジ
）。
だ
か
ら

日
本
人
の
平
均
で
医
療
被
ば
く
を
入
れ
る
と
７
～
８
ｍ
Ｓ
ｖ
に
な
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
ゼ
ロ
で
は
な
い

け
れ
ど
心
配
の
な
い
範
囲
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆ 

避
難
生
活
に
よ
る
影
響

「
健
康
診
査
」
は
避
難
指
示
で
避
難
し
た
人
た
ち
（
13
市
町
村
）
に
放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
が
起
き

て
い
な
い
か
を
知
る
た
め
に
、
避
難
さ
れ
た
方
を
中
心
に
約
21
万
人
を
対
象
と
し
て
、
成
人
病
検
診
と
同

様
の
検
査
を
ほ
ぼ
毎
年
受
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
健
康
度
・
生
活
習

慣
に
関
す
る
調
査
」
も
避
難
さ
れ
た
方
を
中
心
に
、
心
身
的
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
様
々
な
変
化
だ
と
か
、

生
活
習
慣
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
困
っ
た
結
果
が
起
き
て
い
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
す
が
、
震
災
後
、
避
難
生
活
を
し
た
人
に
ど
ん
な
健
康
影
響

が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
肥
満
、
血
圧
が
高
く
な
っ
た
、
糖
尿
病
の
人
が
増
え
た
、
脂
肪
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
増
え
た
、
腎
機
能
・
肝
機
能
が
悪
く
な
っ
た
な
ど
で
し
た
（
資
料
⑱
・
33
ペ
ー
ジ
）。
い
わ

ゆ
る
成
人
病
検
診
（
メ
タ
ボ
検
診
）
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
項
目
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
避
難
し
た
１ 世
界
平
均

（
単
位
：
m
Sv
）

日
本
平
均

出
典
：
国
連
科
学
委
員
会
（
U
N
SC
EA
R）
20
08
年
報
告
、（
公
財
）
原
子
力
安
全
研
究
協
会
「
生
活
環
境
放
射
線
」（
平
成
23
年
）
よ
り
作
成

資
料
⑰
　
日
常
生
活
に
お
け
る
年
間
当
た
り
の
被
ば
く
線
量
の
比
較

0
1

2
3

4
5

6

自
然
放
射
線
　
2.
4

自
然
放
射
線
　
2.
1

ラ
ド
ン
・
ト
ロ
ン

1.
26

ラ
ド
ン
・
ト
ロ
ン

1.
26

食
品

0.
29
食
品

0.
29

宇
宙

0.
39
宇
宙

0.
39

大
地

0.
48
大
地

0.
48

医
療
被
ば
く

0.
6

医
療
被
ば
く

0.
6

ラ
ド
ン・
ト
ロ
ン

0.
48

ラ
ド
ン・
ト
ロ
ン

0.
48

食
品

0.
99
食
品

0.
99

宇
宙
0.
3

宇
宙
0.
3
大
地

0.
33
大
地

0.
33

医
療
被
ば
く

3.
87

医
療
被
ば
く

3.
87

ラ
ド
ン
・
ト
ロ
ン

食
品

宇
宙

大
地

医
療
被
ば
く
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年
～
２
年
目
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す
が
、
保
健
師
さ

ん
た
ち
が
生
活
習
慣
を
変
え
る
よ
う
な
働
き
か
け
を

し
た
こ
と
に
よ
り
少
し
ず
つ
数
値
は
良
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
震
災
後
に
、
心
房
細
動
で
脈
の
打
ち
方

が
お
か
し
く
な
っ
た
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
調
査
で
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
肝

機
能
障
害
は
き
ち
ん
と
し
た
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
喫
煙
と
酒
の
消
費
量
が
避
難
に
よ
っ
て
増
え
た

の
が
要
因
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
同
様
に
、
節
制
し
て
酒
や
タ
バ
コ
も
減
ら
す
よ

う
呼
び
か
け
た
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
改
善
し
て
き
て

い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
運
動
不
足
で
す
。
避
難
し

た
は
じ
め
の
頃
は
仮
設
住
宅
で
ず
っ
と
動
か
な
か
っ

た
の
が
、運
動
す
る
よ
う
に
な
り
改
善
し
て
い
ま
す
。

避
難
者
だ
け
で
な
く
福
島
市
や
伊
達
市
で
も
、
子
ど

も
達
の
被
ば
く
を
心
配
し
て
、
校
庭
で
の
運
動
を
制

限
し
た
こ
と
な
ど
で
運
動
不
足
と
な
り
、
太
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
校
庭
の
除

染
を
し
て
早
く
使
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
運

動
を
指
導
し
、
補
助
す
る
人
を
学
校
に
派
遣
す
る
よ

う
に
し
た
結
果
、
数
値
は
何
と
か
戻
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
福
島
県
は
子
ど
も
の

肥
満
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。
私
の
子
ど
も
時
代
は

い
つ
も
田
ん
ぼ
の
中
で
走
り
回
っ
て
い
た
方
だ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
福
島
県
は
昔
か
ら
日
本
の

中
で
は
肥
満
傾
向
が
強
い
県
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
も
徐
々
に
改
善
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
問
題
を
抱
え
て
、

資料⑱　避難生活による影響：成人

●東日本大震災後の避難生活が危険因子と考えられる疾患
　 •肥満
　 •高血圧症
　 •糖尿病
　 •脂質異常（低HDLコレステロール）
　 •慢性腎臓疾患
　 •肝機能障害
　 •多血症
●東日本大震災後増加した疾患
　 •心房細動
●東日本大震災後増加し、2013年以降改善した疾患
　 •肝機能障害：日常の運動と朝食摂取が重要

資料⑲　こころの健康度・生活習慣に関する調査

●こころの健康に関して、支援が必要と考えられる大人、子どもの割
合は、共に年々減少している。

●しかし、大人ではまだ２割近くの方で被災によって生じた「トラウ
マ反応」が長引いている可能性があり、気分障害や不安障害の可能
性がある方の割合も全国平均と比べて3 倍以上となっている。

●避難等による生活環境の変化などによる健康影響がメンタル面でも
認められており、こうした放射線の間接的な影響への対策が重要。

●生活習慣に関しては、震災前後で3kg 以上体重が変化した方が3～
4 割に上っている一方で、喫煙率が低下するとともに定期的な運動
をする人の割合は増えており、少しずつ生活習慣の改善を心掛ける
方が増えている。
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心
理
士
な
ど
の
支
え
が
必
要
と
な
る
人
が
増
え
た
の
も
原
発
事
故
の
影
響
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（
資
料
⑲
・
34
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
も
震
災
直
後
に
比
べ
た
ら
徐
々
に
よ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
以

前
の
状
態
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
人
で
も
２
割
く
ら
い
は
ま
だ
被
災
し
た
時
の
ト
ラ
ウ
マ
が
残
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
う
つ
状
態
の
人
が
全
国
の
平
均
よ

り
も
３
倍
く
ら
い
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は
こ
れ
は
福
島
だ
け
の
話
で
は
な
く
て
、
岩
手
県
、
宮
城

県
の
津
波
の
被
災
者
も
同
じ
よ
う
な
状
態
で
す
の
で
、
東
北
全
体
で
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

妊
産
婦
に
関
す
る
調
査

４
つ
め
の
調
査
は
、「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」
で
す
。
福
島
県
内
で
出
産
さ
れ
る
方
は
年
間
１
５
０

０
０
人
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
調
査
は
母
子
手
帳
を
持
っ
て
い
る
妊
産
婦
に
つ
い
て
の
調
査
で
す
の

で
、
県
内
の
産
婦
人
科
の
先
生
方
が
、
調
査
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
当
初
か
ら
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
り
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
に
影
響
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
す
る
声
が
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
調
査
（
資
料
⑳
・
36
ペ
ー
ジ
）
で

は
、
早
産
の
人
が
ど
れ
く
ら
い
か
、
体
重
の
少
な
い
子
ど
も
が
産
ま
れ
て
い
な
い
か
、
奇
形
や
先
天
異
常

が
ど
れ
だ
け
発
生
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。

結
論
を
言
う
と
、
全
国
平
均
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
震
災
か
ら
５
年
間
の
調
査
か
ら
、
今
回
の
こ
と

で
先
天
異
常
や
遺
伝
的
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
中

間
的
な
結
論
を
出
し
て
い
る
外
国
の
調
査
機
関
も
あ

り
ま
す
。
少
な
く
と
も
こ
こ
５
年
は
影
響
が
出
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
29
年
度
以
降
の
デ
ー
タ
は

ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆  

甲
状
腺
が
ん
に
つ
い
て
（
先
行
検
査
と

本
格
検
査
）

最
後
に
「
甲
状
腺
が
ん
検
査
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
み
な
さ
ん
も
様
々
な
情
報
を
お
聞

資料⑳　早産・低出生体重児・先天奇形・先天異常発生に関する調査結果

●平成23～28年度調査の結果では、各年度とも政府統計や一般的に報告されている
　データとの差はほとんどなかった。
●平成28年度の回答率：51.8%

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

4.75%

5.74%

5.40%

5.43%

5.80%

5.40%

5.70%

5.70%

5.80%

5.70%

5.60%

-

8.90%

9.60%

9.90%

10.10%

9.80%

9.50%

9.60%

9.60%

9.60%

9.50%

9.50%

-

2.85%

2.39%

2.35%

2.30%

2.24%

2.58%

早産率

全国平均福島県 福島県 福島県

低出生体重児率
一般的な
発生率全国平均

先天奇形・先天異常発生率

3～5%
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き
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
き
ち
ん
と
正
し
い
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

資
料
㉑
（
38
ペ
ー
ジ
）
は
県
内
で
行
っ
て
い
る
甲
状
腺
超
音
波
検
査
の
概
要
で
す
が
、
現
在
、
４
回
目

に
入
っ
て
い
ま
す
。
先
行
検
査
と
い
う
の
を
最
初
の
３
年
間
で
県
内
の
子
ど
も
達
全
員
を
一
通
り
調
べ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
２
回
目
（
平
成
26
年
～
平
成
28
年
）、
３
回
目
（
平
成
28
年
～
平
成
30
年
）
の
本
格
検

査
を
実
施
し
、
平
成
30
年
５
月
か
ら
４
巡
目
の
検
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
「
先
行
検
査
」
と
「
本
格
検
査
」
と
名
前
が
つ
い
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
か
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

で
は
事
故
後
５
年
経
っ
て
か
ら
甲
状
腺
が
ん
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
は
が
ん
細
胞
が
で
き
て
す

ぐ
に
大
き
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
て
、が
ん
と
診
断
可
能
に
な
る
の
に
早
く
て
４
～
５
年
は
か
か
り
ま
す
。

胃
が
ん
や
肺
が
ん
は
20
年
く
ら
い
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
が
ん
が
見
つ

か
る
20
年
く
ら
い
前
に
何
か
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
甲
状
腺
は
少
し
早

く
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
例
を
見
て
い
る
と
５
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
放
射
線
の
影
響
で

甲
状
腺
が
ん
の
発
生
が
な
い
と
思
わ
れ
る
期
間（
５
年
以
内
）の
と
こ
ろ
で
ま
ず
は
１
回
検
査
を
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
「
先
行
調
査
（
検
査
）」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
こ
れ
が
先
行
じ
ゃ

な
い
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

資
料
㉑
　
甲
状
腺
超
音
波
検
査

1．
 先

行
検

査
：

平
成

23
年

10
月

9日
か

ら
平

成
27

年
4月

30
日

 
（

0
～

4年
）

2．
 本

格
検

査
１（

2回
目

の
検

査
）：

H2
6.

04
.0

2
～

H2
8.

03
.3

1 （
3

～
5年

） 
3．

 本
格

検
査

２（
3回

目
の

検
査

）：
H2

8.
05

.0
1

～
H3

0.
03

.3
1 （

5
～

7年
）

4．
 本

格
検

査
３（

4回
目

の
検

査
）：

H3
0.

05
.0

1
～

H3
2.

03
.3

1（
予

定
）（

7
～

9年
）

検
査

1回
目

先
行
検
査

（甲
状腺

の状
態を

把握
する

ため
実施

）

本
格
検
査

（
先

行
検

査
と

比
較

す
る

た
め

実
施

）

検
査

区
分

平
成

23
年

10
月

～
平

成
26

年
3月

平
成

26
年

4月
～

平
成

30
年

3月

平
成

30
年

4月
～

期
間

震
災

時
福

島
県

に
お

住
ま

い
で

、
概

ね
18

歳
以

下
で

あ
っ

た
方

（
平

成
4年

4月
2日

～
平

成
23

年
4月

1日
生

ま
れ

の
方

）

平
成

4年
4月

2日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
～

平
成

24
年

4月
1日

生
ま

れ
の

方

20
歳
を
超
え
る
ま
で
は
2年
ご
と
、

25
歳
以
降
は
、
25
歳
、
30
歳
な
ど
、

5年
ご
と
の
節
目
に
検
査
を
実
施

対
象

者

検
査

2回
目

3回
目

検
査

4回
目

～

終
了

平成
30
年

3月
まで
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◆ 

先
行
検
査
に
つ
い
て

甲
状
腺
が
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
は
超
音
波
エ
コ
ー
と
い
う
装
置
を
使
っ
た
精
密
検
査
を
す
れ
ば
、
か
な

り
の
確
率
で
わ
か
り
ま
す
。
先
行
検
査
を
行
っ
た
最
初
の
約
２
年
間
（
平
成
23
年
10
月
～
25
年
３
月
）
で

の
調
査
の
結
果
、
県
内
の
18
歳
以
下
の
こ
ど
も
約
30
万
人
の
う
ち
１
１
６
人
に
が
ん
及
び
が
ん
の
疑
い
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
10
万
人
あ
た
り
38
・
６
人
に
な
り
ま
す
（
資
料
㉒
・
40
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
数

字
は
我
々
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
く
ら
い
多
か
っ
た
と
い
う
の
は
確
か
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
子
ど
も
の
甲
状
腺

が
ん
と
い
う
の
は
震
災
前
の
平
成
20
年
の
罹
患
率
推
計
で
10
～
14
歳
で
10
万
人
に
０
・
２
人
で
す
。
１
０

０
万
人
に
２
人
で
す
。
15
～
19
歳
だ
と
少
し
増
え
る
の
で
す
が
そ
れ
で
も
10
万
人
に
０
・
８
人
で
す
。
こ

れ
が
18
歳
以
下
を
合
わ
せ
て
10
万
人
に
38
人
で
す
の
で
40
倍
か
ら
50
倍
の
子
ど
も
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
つ
の
数
字
を
比
較
す
る
と
確
か
に
異
常
な
増
え
方
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
県
民
健
康
調
査
の
デ
ー
タ
と
震
災
前
の
平
成
20
年
の
罹
患
率
推
計
に
よ
る
デ
ー
タ
で
は
そ
の

内
容
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

甲
状
腺
が
ん
は
首
の
前
方
に
存
在
す
る
甲
状
腺
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
首
が
腫
れ
て
き
て
、
シ
コ
リ
と

し
て
触
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
気
管
や
喉
を
圧

迫
し
ま
す
の
で
、
首
の
あ
た
り
が
お
か
し
い
と
い
う

こ
と
で
病
院
に
行
き
、
そ
の
結
果
甲
状
腺
が
ん
と
診

断
さ
れ
る
と
い
う
場
合
が
震
災
前
の
罹
患
率
の
デ
ー

タ
で
す
。
甲
状
腺
が
ん
と
し
て
診
断
さ
れ
る
に
は
大

き
さ
が
だ
い
た
い
４
～
５
㎝
以
上
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
の
先
行
検
査
は
県
内
の
18

歳
以
下
の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
ほ
ぼ
８

割
の
子
ど
も
達
が
超
音
波
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
首

な
ど
に
症
状
は
な
か
っ
た
様
で
す
。

今
回
見
つ
か
っ
た
が
ん
は
小
さ
い
も
の
だ
と
５
㎜

く
ら
い
で
す
。
調
べ
る
の
が
大
変
で
す
が
超
音
波
だ

と
見
え
ま
す
。
５
㎜
か
ら
４
㎝
以
上
に
育
つ
ま
で
ど

れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
か
と
い
う
の
が
問
題

資料㉒　甲状腺先行検査の結果（平成29年3月31日現在）

平成23年～ 25年度の合計（先行検査）
　●悪性ないし悪性疑い：116人
　　　　（手術：102人　良性結節：1人　乳頭癌：100人　低分化癌：1人）
　　　 •男性：女性　39人：77人（女性が66.3%）
　　　 •平均年齢　17.3±2.7歳（8-22歳）、震災当時14.9±2.6歳（6-18歳）
　　　 •平均腫瘍径　13.9±7.8㎜（5.1-45.0㎜）

●今回の結果：10万人に38.6人（116/300,473）
●2008年の罹患率推計：5.5人/10万人
　　 • 10～14歳：0.2人/10万人
　　 • 15～19歳：0.8人/10万人
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な
わ
け
で
す
。
症
状
が
な
い
状
態
の
小
さ
い
甲
状
腺
が
ん
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
こ
の
検
査

の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
統
計
で
は
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
は
多
く
な
く
、
４
㎝
ま
で
に
育
つ
の
に
何
年
か
か
る
の

か
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の
調
査
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
最
近
の
解
析
で
は
、

30
年
く
ら
い
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
や
、
あ
る
い
は
い
ち
ど
２
㎝
程
度
に
大
き
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
一
回
増
殖
を
と
め
て
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
ま
た
大
き
く
な
っ
て
４
㎝
以
上
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
充
分
な
解
析
で
は
な
く
、
そ
の
辺
は
ま
だ
よ
く
分
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

◆ 

過
剰
診
断
説
と
被
ば
く
影
響
説

２
０
１
６
年
３
月
９
日
の
毎
日
新
聞
資
料
㉓
（
42
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
過
剰
診
断
説
と
被
ば
く
影
響
説
、

と
い
う
言
葉
で
、
２
つ
の
考
え
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。「
放
射
線
を
浴
び
た
ん

だ
か
ら
、
が
ん
が
で
き
る
の
は
当
た
り
前
。
だ
か
ら
放
射
線
の
影
響
で
し
ょ
う
」
と
言
う
人
と
、
小
さ
い

が
ん
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
検
診
で
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、「
そ
ん
な
に
小
さ
い
の
は
見

つ
け
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
悪
さ
を
し
な
い
ん
だ
か
ら
大
き
く
な
る
ま
で
待
っ
て
も
い
い
の
で出

典
：
毎
日
新
聞
　
20
16
.3
.9
掲
載
記
事
を
基
に
作
成

過
剰
診
断
説

被
ば
く
影
響
説

推
定
さ
れ
る
被
ば
く
量
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
よ
り

は
る
か
に
少
な
い

韓
国
で
は
大
人
の
甲
状
腺
検
診
を
し
た
と
こ
ろ

患
者
数
が
15
倍
に
増
え
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
事
故
当
時
5歳
以
下
に
特
に

が
ん
が
多
か
っ
た
が
、
福
島
で
は
違
う

が
ん
の
は
発
生
率
に
地
域
差
が
あ
る
と
す
る
解
析

に
は
疑
問
が
あ
る

体
の
中
で
で
き
て
は
消
え
る
無
害
な
が
ん
を
検
診

で
見
つ
け
て
い
る
の
で
は

子
供
の
甲
状
腺
が
ん
は
進
行
が
早
い
と
さ
れ
る
が
、

亡
く
な
る
患
者
は
少
な
い

測
定
人
数
が
少
な
く
、
被
ば
く
推
定
も
過
小
評
価
の

懸
念
が
あ
る

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、
事
故
発
生
後
生
ま
れ
の
子
を

検
診
し
て
も
が
ん
発
見
が
０
だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
も
最
初
の
４
～
５
年
間
で
が
ん
が

多
か
っ
た
の
は
10
代
で
、
今
の
福
島
と
似
て
る

原
発
に
近
い
ほ
ど
発
生
率
が
高
く
、
遠
く
で
は
低
い

過
剰
診
断
な
ら
増
え
な
い
は
ず
の
２
巡
目
で
も
、

多
く
の
が
ん
患
者
が
見
つ
か
っ
て
い
る

手
術
が
必
要
だ
っ
た
患
者
が
多
く
、
放
置
し
て
も

無
害
な
が
ん
を
見
つ
け
て
い
た
と
は
言
え
な
い

資
料
㉓
　
甲
状
腺
が
ん
に
関
す
る
2
説
の
主
な
根
拠（
太
字
）と
反
論

反
論

反
論

反
論

反
論

反
論

反
論
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は
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。

大
人
の
前
立
腺
が
ん
だ
と
１
㎝
以
下
の
小
さ
い
う
ち
は
治
療
し
な
い
で
様
子
を
み
て
い
て
も
い
い
と
い

う
対
処
法
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
う
ち
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
の
危
険
は
少
な
い
の
で
、
発
見
さ

れ
な
く
て
も
、
問
題
は
な
く
、
見
つ
け
す
ぎ
る
と
、
そ
の
後
の
精
密
検
査
で
の
危
険
性
や
不
安
が
大
き
い

と
い
う
、「
過
剰
診
断
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
で
も
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
小
さ
い
が
ん
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ

で
人
数
が
増
え
た
ん
だ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
「
過
剰
診
断
説
」
で
す
。
一
方
、
あ
く
ま
で
も
が
ん
が
多
い

の
は
放
射
線
の
影
響
で
あ
る
と
す
る
「
被
ば
く
影
響
説
」
と
い
う
２
つ
の
考
え
方
が
話
題
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
議
論
が
湧
き
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

甲
状
腺
が
ん
発
見
の
地
域
差

資
料
㉔
（
44
ペ
ー
ジ
）
は
福
島
県
を
４
つ
の
区
域
に
分
け
た
先
行
検
査
に
お
け
る
甲
状
腺
が
ん
の
発
見

頻
度
で
す
。
避
難
指
示
で
避
難
し
た
13
市
町
村
が
０
・
０
３
３
％
、
中
通
り
が
０
・
０
３
８
％
、
浜
通
り

が
０
・
０
４
３
％
、
会
津
地
方
が
０
・
０
３
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
の
影
響
な
ら
ば
差
が
あ
っ

て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
４
つ
の
地
区
に
差
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
甲
状
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
年
齢
を
見
て
み
る
と
16
才
以
上
が
多
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
（
資
料
㉕
・
45
ペ
ー
ジ
）。
16
～

18
歳
で
は
、
10
万
人
あ
た
り
２
０
０
人
に
な
っ
て
い

ま
す
。
０
才
～
５
才
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
の
で
、

平
均
し
て
10
万
人
あ
た
り
38
・
６
人
に
な
り
ま
す
。

高
校
生
に
多
い
と
い
う
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

◆ 

甲
状
腺
が
ん
発
症
者
の
基
本
調
査
結
果

甲
状
腺
検
査
を
受
け
た
子
ど
も
達
は
、
福
島
県
に

住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
外
部

被
ば
く
線
量
に
関
す
る
基
本
調
査
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
ど
の
く
ら
い
被
ば
く
し
て
い
る
か
が
わ

か
る
は
ず
で
す
。
が
ん
及
び
が
ん
の
疑
い
が
見
つ

か
っ
た
子
ど
も
１
１
６
人
の
う
ち
、
実
際
に
基
本
調

0.036%
0.038%

0.033%

0.043%

資料㉔　甲状腺がんの地域別発見頻度（先行検査）

平成29年3月31日集計

避難区域等
13市町村
避難区域等
13市町村

浜通り浜通り

中通り中通り
会津地方会津地方
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査
の
問
診
票
を
出
し
た
の
は
65
人
（
56
％
）
で
す
が
、

そ
の
人
た
ち
の
数
値
を
見
る
と
、
最
大
の
実
効
線
量

は
２
・
２
ｍ
Ｓ
ｖ
で
し
た
（
資
料
㉖
・
46
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
線
量
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
線
量
で
が
ん
が
起
こ
る
確
率
は
非
常
に
低
い
と
私

は
思
い
ま
す
。

◆ 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
比
較

県
民
健
康
調
査
の
結
果
は
、
県
民
健
康
調
査
検
討

委
員
会
に
て
評
価
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
に

な
り
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
甲
状
腺
検
査
に
つ
い

て
の
検
討
委
員
会
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
様
子
は
公
開
さ
れ
、資
料
も
福
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
行
検
査
の

デ
ー
タ
か
ら
、
福
島
県
の
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
を

ど
う
考
え
る
の
か
は
重
大
な
問
題
で
す
。
最
も
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
事
実
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
に
よ
り
、
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
が
多
発
し
た
こ

と
で
す
。
福
島
県
で
も
超
音
波
検
査
に
よ
り
想
定
外

に
多
数
の
甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
放

射
線
の
影
響
か
否
か
、
現
時
点
で
は
判
断
す
る
に
は

充
分
な
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

が
、
い
く
つ
か
の
判
断
を
助
け
る
デ
ー
タ
も
み
ら
れ

る
よ
う
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

資
料
㉗
（
47
ペ
ー
ジ
）
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と

福
島
の
小
児
の
甲
状
腺
被
ば
く
線
量
の
比
較
で
す
。

福
島
に
お
い
て
、
震
災
直
後
の
混
乱
に
よ
り
、
多
く

の
子
ど
も
達
の
甲
状
腺
被
ば
く
線
量
の
検
査
が
で
き

資料㉖　先行調査の基本調査実効線量

●116人のうち基本調査問診票を提出した方は65 人（56.0%）
●最大実効線量は2.2mSv

男性 女性
32
30
28
26
24
22
20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0

（人）

1未満 2未満 5未満 10未満 20未満 20以上（mSv）

資料㉕　甲状腺先行検査：発見率

●先行検査有病率平均：38.6/10万人

男性

（10万人あたりの発見数）

女性 男女合計
250

200

150

100

50

0
0～18歳（平均）

38.6

16～18歳11～15歳6～10歳0～5歳
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な
か
っ
た
の
が
残
念
な
の
で
す
が
、
あ
の
時
に
避
難
指
示
で
原
発
周
囲
か
ら
い
わ
き
市
に
避
難
し
て
き
た

子
ど
も
達
１
０
０
０
人
程
度
を
、
測
定
し
た
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
ほ
と
ん
ど
が
被
ば
く

線
量
20
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
の
子
ど
も
た
ち
で
、
一
番
高
く
て
50
ｍ
Ｓ
ｖ
に
近
い
子
ど
も
が
一
人
い
た
程
度
で
、

少
な
く
と
も
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
、
そ
の
10
倍
の
１
Ｓ
ｖ
（
１
０
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
）
と
か
５
Ｓ
ｖ
く
ら

い
浴
び
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
実
際
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
デ
ー
タ
で
、
ど
の
く
ら
い
浴
び
た
子
ど

も
た
ち
に
が
ん
の
リ
ス
ク
が
増
え
て
い
る
か
と
い
う
の
を
見
て
み
る
と
、
バ
ラ
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、
確

か
に
線
量
が
多
い
と
が
ん
に
な
る
人
も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
（
資
料

㉘
・
49
ペ
ー
ジ
）。
１
Ｓ
ｖ
以
上
で
は
有
意
に
正
常
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。
甲
状
腺
の
放
射
線
被
ば
く
に

よ
り
甲
状
腺
が
ん
が
増
え
る
の
は
確
か
で
す
が
、
福
島
の
場
合
は
、
線
量
の
多
い
子
ど
も
で
50
ｍ
Ｓ
ｖ
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
デ
ー
タ
か
ら
の
推
定
で
は
、
福
島
で
は
有
意
に
増
え
て
い

な
い
、
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
違
い
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
は
１
９
８
６
年
に
起
き
て
い
ま
す
が
、
が
ん
が
増
え

始
め
た
の
は
４
～
５
年
経
っ
た
１
９
８
９
年
く
ら
い
か
ら
で
し
た
（
資
料
㉙
・
49
ペ
ー
ジ
）。
福
島
で
は

甲
状
腺
検
査
の
最
初
に
１
巡
し
た
の
は
事
故
後
３
年
で
す
の
で
、
時
間
経
過
が
違
い
ま
す
。

（シーベルト）

（シーベルト）

7～14歳

ベラルーシで
1986年に避難
した集団

ベラルーシ
全体

（避難者を除く）

0～6歳

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）報告書
　　　2008年報告

資料㉗　小児の甲状腺被ばく線量の比較

チェルノブイリ原発事故

東京電力福島第一
原子力発電所事故

0

500

1,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

0

500

1,000

人
数（
人
）

人
数（
人
）

人
数（
人
）

<0.05 0.05
～0.1

0.1
～0.2

0.2
～0.5

0.5
～1.0

1.0
～2.0

2.0
～5.0

>5.0

※このデータは、限られ
た住民に対して行われ
た調査によるものであ
り、全体を反映するも
のではない。

計算方法
「小児甲状腺簡易測定調査結果の概要について」（平成23年8月17日 原子
力被災者生活支援チーム医療班）にある「小児甲状腺簡易測定結果」を、「ス
クリーニングレベル0.2µSv/h（1歳児の甲状腺等価線量として100mSvに
相当）」（平成23年5月12日 原子力安全委員会）」を用いて比較のために改
編（Gy＝Sv）http://www.kantei.go.jp/saigai/senmonka_g31.html 
計測方法や測定地の空間線量率から判断して検出限界は0.02Sv程度

<0.02

1,054

26 0
0.02
～0.05

0.05<

<<<

　　　2008年報告　　　2008年報告
出典出典

～0.1
0.050.050.05
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あ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
発
症
年
齢
で
す
。
資
料
㉚
（
51
ペ
ー
ジ
）
は
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は
そ
の
疑
い
の

あ
る
人
が
事
故
当
時
何
歳
だ
っ
た
の
か
を
示
し
た
グ
ラ
フ
で
す
が
、
年
齢
ご
と
に
福
島
の
が
ん
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
数
を
追
っ
て
い
く
と
、
５
歳
以
下
の
と
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
16
歳
～
18
歳
と

年
齢
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
は
０
歳
～
５
歳
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
後
徐
々
に
減
っ
て
き
て
中
学
生

（
13
歳
）
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
達
に
多
い
と
い
う
の
が

特
徴
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

震
災
当
時
に
飯
館
村
な
ど
の
畜
産
農
家
で
牛
乳
を
捨
て
た
と
い
う
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
も

の
す
ご
く
重
要
な
出
来
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
周
辺
で
甲
状
腺
が
ん
が
増
え
た
の

は
、
子
ど
も
た
ち
が
牛
乳
を
飲
み
続
け
て
い
た
の
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
牧
草
が
汚
染
さ
れ
、そ
れ
を
牛
が
食
べ
て
牛
乳
に
濃
縮
さ
れ
ま
し
た
。チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
は
、
乳
幼
児
の
食
料
と
し
て
牛
乳
を
飲
ま
せ
る
し
か
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
大
人
た
ち
も
食
料
が
手
に
入
ら
な
く
て
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
い
ま
す
。
食
料
の
支

援
が
無
く
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
、
良
い
悪
い
は
関
係
な
く
子
ど
も
た
ち
に
牛
乳
を

資料㉘　甲状腺がんと被ばく線量との関係

出典：Brenner et al., Environ Health Perspect 119, 933, 2011より作成

※相対リスクとは、被ばくしていない人を１としたとき、被ばくした人のがんリスクが
　何倍になるかを表す値です。

10
0

5

ヨウ素131による甲状腺線量（シーベルト）

相
対
リ
ス
ク※

（
95
％
信
頼
区
間
）

2 3 4 5

10

15

20

<4歳（幼児まで）

甲状腺がんとヨウ素131による被ばく線量の線量効果関係
（ウクライナにおけるチェルノブイリ原発事故のコホート研究により推定）

資料㉙　小児甲状腺がんの発症時期

ロシア
ベラルーシ
ウクライナ

出典：国際科学委員会（UNSCEAR）
　　　2000年報告書より作成

小児甲状腺がん（チェルノブイリ原発事故）

甲状腺

ヨウ素は甲状腺ホルモンの材料

事故の４～５年後に
小児甲状腺がんが発生し始め、
10年後には10倍以上に増加

12

10

8

6

4

2

0
1986 1988 1990 1992 1994 1996

小
児
10
万
人
当
た
り
の
甲
状
腺
が
ん
発
生
数

診断年
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飲
ま
せ
な
い
と
栄
養
失
調
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
放
射
線
学
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
学
会
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
は
牛
乳
を
飲
ま
せ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
し
た
の
で
、
福
島
事
故
の
際
に
は
、
作
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
つ
ら
い
こ
と
で
す
が
、
福
島
県
は
酪
農
家
の
方
た
ち
に
対
し
牛
乳
を
捨
て
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
福
島
県
で
は
放
射
線
に
よ
る
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
が
出
て
き
て
い
な

い
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
今
で
は
ヨ
ウ
素
１
３
１
は
検
出
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
福
島
県
産
の
牛
乳
を
飲
ん
で

も
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
線
で
何
故
が
ん
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
放
射
線
に
は
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
る
性
質

が
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
を
受
け
、
変
化
し
て
突
然
変
異
す
る
と
、
そ
の
突
然
変
異
が
引
き
継
が
れ
て

が
ん
等
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
被
ば
く
線
量
が
少
な
け
れ
ば
人
間
に
は
そ
れ
を
修
復
す
る
能
力
が
あ
る
の

で
、
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

線
量
が
多
く
な
る
と
、
遺
伝
子
の
変
異
で
、
が
ん
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
手
術
で
摘
出
し
た

が
ん
組
織
の
遺
伝
子
変
異
を
調
べ
て
み
る
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
甲
状
腺
が
ん
と
福
島
で
見
つ
か
っ

資料㉚　甲状腺検査における年齢別甲状腺がん発見人数（2011－2016年）

※出典：D. Williams. Oncogene
　（2009）27. S9-S18; doi:10.1038/onc.2009.349 

●被ばくリスクが高いといわれる、年齢の低い方の発症が少ない

両グラフとも、年齢の「0」は、生まれてから12か月以下。
-1は、平成23年4月1日から平成24年4月2日までに生まれた
福島県民。

チェルノブイリ原発事故以後のベラルーシにおける
甲状腺がんの事故時年齢別発症数（1987-1997）

※先行検査と本格検査1回目の合計人数。

福島県県民健康調査「甲状腺検査」における震災時年齢別
悪性・悪性疑い者数（2011-2016）
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た
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
の
遺
伝
子
変
異
に
、
違
い

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲
状
腺
が
ん
の
病

理
組
織
の
型
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
島
の
子
ど
も
の
甲
状
腺
が

ん
は
大
人
の
甲
状
腺
が
ん
の
型
と
似
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
最
近
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
点
で
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
は
違
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
様
な
県
民
健
康
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
、
県

民
健
康
調
査
検
討
委
員
会
は
資
料
㉛
の
よ
う
な
中
間

取
り
ま
と
め
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

被
ば
く
線
量
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
こ

と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
甲
状
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
４
～
５
年
経
っ
て
か
ら
で
、

３
年
以
内
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
こ

と
、
年
齢
分
布
も
０
歳
～
５
歳
に
発
生
し
た
子
ど
も

は
い
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
自
然
に
出
来
た
も
の
を
早
く
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
し
て
い
ま
す
。

◆ 

本
格
検
査
（
２
～
３
巡
目
）
に
つ
い
て

甲
状
腺
本
格
検
査
（
２
巡
目
の
検
査
）
の
結
果
で
す
が
、
１
回
目
に
全
員
検
査
し
て
い
た
の
で
２
回
目

は
甲
状
腺
が
ん
は
減
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、結
果
は
１
回
目
の
10
万
人
に
38
人
か
ら
、

２
回
目
は
10
万
人
に
26
人
で
、
減
り
方
が
予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
放
射
線
の
影
響
だ
と
主

張
し
て
い
る
人
か
ら
は
「
ほ
ら
、
減
ら
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
３
回
目
の
検

査
で
10
万
人
に
６
・
９
人
と
、
や
っ
と
こ
の
あ
た
り
で
減
り
始
め
ま
し
た
。

様
々
な
検
診
を
行
っ
て
み
る
と
、
最
初
は
必
ず
そ
れ
ま
で
症
状
が
な
い
人
が
検
診
で
発
見
さ
れ
ま
す
の

で
、
が
ん
の
発
見
は
一
時
的
に
増
え
ま
す
。
検
診
を
ず
っ
と
続
け
て
い
く
と
症
状
の
な
い
早
期
の
人
は
少

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
る
一
定
の
罹
患
率
に
落
ち
着
く
と
い
う
の
が
通
常
の
パ
タ
ー
ン
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

資
料
㉜
（
55
ペ
ー
ジ
）
は
年
度
ご
と
の
発
見
率
と
受
診
率
で
す
。
年
度
ご
と
に
10
万
人
に
対
し
て
何
人

が
が
ん
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
が
デ
ー
タ
を
見
て
い
る
と
わ
か
る
の
で
、
年
度
ご
と
に
計
算
し
な
お

資料㉛　「甲状腺がん」の発症が福島第一原発の事故と無関係と見ている理由

●県民の被ばく線量の推定が、チェルノブイリ原発事故と比較してかなり低い。

●チェルノブイリ原発事故では、甲状腺がんの発症の増加が、事故から４～５年
経過してから見られている。

●福島の甲状腺検査と日本の他の地域で行った甲状腺検査の結果を比較する
と、しこりやのう胞が見つかる割合に差が無い。

●今回甲状腺がんが見つかった子どもの年齢分布は、放射線被ばくをしていな
いで甲状腺がんが見つかった子どもたちの年齢分布に近い。
　•子どもの年齢分布を見ると、８歳から年齢が上がるにしたがって増加してお
り、自然な増加と考えられる。

　•また、７歳以下の子どもにもがんが見つからない。

●チェルノブイリで見つかっている甲状腺がんと、今回福島で見つかった甲状
腺がんでは、組織型や遺伝子変異が違っている。
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し
て
み
ま
し
た
。
23
年
度
、
24
年
度
、
25
年
度
で
は

横
ば
い
だ
っ
た
発
見
率
は
、
27
年
度
、
28
年
度
と
減

少
を
示
し
て
い
ま
す
。
29
年
度
で
は
最
初
の
10
分
の

１
程
度
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
小
さ
い
も
の

を
頑
張
っ
て
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
で
の
子
ど
も
た
ち

の
手
術
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
。
小
さ
い
も
の
は
甲
状
腺
全
体
（
全
摘
）
を
と
ら

ず
に
、
半
分
だ
け
取
る
手
術
（
葉
切
除
）
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
の
方
が
後
の
ケ
ア
も
楽
で
す
。
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い

ホ
ル
モ
ン
で
、
全
部
取
っ
て
し
ま
う
と
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
が
作
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
甲
状
腺
モ
ル
モ
ン

を
薬
と
し
て
ず
っ
と
飲
ま
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り

ま
す
。
半
分
残
っ
て
い
れ
ば
ホ
ル
モ
ン
も
出
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
全
部
を
と

る
全
摘
を
せ
ず
、
片
方
だ
け
と
る
葉
切
除
の
手
術
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
場
合
は

15
人
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
福
島
の
場
合
は
甲
状
腺
が
ん
そ
の
も
の
で
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の
か
な
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆ 

国
際
機
関
の
評
価

福
島
県
に
お
け
る
空
間
の
線
量
は
震
災
以
降
だ
い
ぶ
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
福
島
市
は
ほ
と
ん
ど
問
題

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
過
で
す
の
で
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
事
故
の
避
難
者
も
最
初
は
16
万
人
だ
っ
た
の
が
今
は
４
～
５
万
人
く
ら
い
ま
で

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
（
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す

る
国
連
科
学
委
員
会
）
と
い
う
国
際
機
関
が
福
島
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
資
料
㉝
（
57
ペ
ー
ジ
）

被
ば
く
線
量
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
だ
と
最
初
の
１
年
間
で
は
多
く
見
積
も
っ
て
も
50
ｍ
Ｓ
ｖ
く
ら
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
後
の
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
報
告
で
は
も
う
少
し
正
確
で
、避
難
し
た
人
で
も
10
ｍ
Ｓ
ｖ
未
満
で
、

福
島
だ
と
４
ｍ
Ｓ
ｖ
く
ら
い
で
す
。
ず
っ
と
福
島
県
に
住
み
続
け
て
も
生
涯
実
効
線
量
は
平
均
で
10
ｍ
Ｓ

ｖ
を
わ
ず
か
に
上
回
る
く
ら
い
と
い
う
想
定
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
線
量
で
あ
れ
ば
放
射
線
に
よ
る
健
康

資料　年度ごとの検査結果

平成
23年度

（発見率） （受診率）

平成
24年度

平成
25年度

発見率（対10万人）
受診率

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

100％
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

●平成23年度～平成29年度の発見率と受診率

35.935.9

87.5％87.5％

86.5％86.5％ 75.2％75.2％ 73.4％73.4％

67.7％67.7％ 65.8％65.8％ 63.1％63.1％

40.240.2
37.737.7

32.732.7

17.117.1

8.78.7
4.44.4
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影
響
は
起
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
避
難
を
含
め
た
震
災
と
い
う
意
味
で
の
精
神
的
・
心
理

的
な
リ
ス
ク
に
よ
る
影
響
と
い
う
の
が
今
は
一
番
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
国
際
機
関
も
見
て

い
ま
す
（
資
料
㉞
・
57
ペ
ー
ジ
）。

◆ 

避
難
住
民
の
認
識
と
東
京
都
民
の
意
識
の
違
い

避
難
し
て
い
る
方
た
ち
に
「
あ
な
た
は
将
来
、
健
康
障
害
（
が
ん
な
ど
）
が
起
こ
る
と
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
取
っ
て
い
ま
す
。
最
初
健
康
障
害
が
起
こ
る
危
険
性
が
高
い
と
い
う
人
が
半

分
く
ら
い
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
３
分
の
１
く
ら
い
の
人
が
ま
だ
何
か

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。「
将
来
生
ま
れ
て
く
る
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
遺
伝

的
影
響
が
あ
る
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
最
初
の
頃
は
自
分
の
事
よ
り
も
子
ど
も
達
に
影

響
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
半
分
以
上
の
人
が
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す（
資

料
㉟
・
59
ペ
ー
ジ
）。

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
「
復
興
五
輪
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
気
持
ち
が
向
い
て
い
て
震
災
・
原
発
事
故
へ
の
関
心
が
か
な
り
薄
れ
て
い
る
よ

資料　放射線被ばくの推定

●WHOの報告（2012年）
　•比較的高い地域：最初の 1年間で 10～ 50mSv
　•県内の他の地域：1～ 10mSv

●UNSCEAR の報告（2014年）
　•避難地域の住民：10mSv 未満
　•早期に避難：5mSv 未満
　•福島市民（成人）：4mSv
　•1歳の乳児はその 2倍
　•福島県に住み続けると事故による生涯実効線量は
平均 10mSv をわずかに上回る。

資料　健康影響：UNSCEAR

●一般公衆に対する線量は、最初の 1 年間に受けた線
量もその生涯に推定される線量も、おおむね低いか、
非常に低い。

●被ばくした公衆の構成員やその子孫に放射線関連健
康影響の識別できる発生率の増加は予想されない。

●最も重要な健康影響は、地震、津波及び原子力事故の
甚大な影響と電離放射線被ばくリスクに対する恐怖
や屈辱感によって影響を受けた精神的及び社会的福
利厚生である。
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資料　放射線影響の認識  慢性影響と遺伝性影響

●現在の放射線被ばくで、後年に生じる健康障害（例えば、がんの発症
など）がどのくらい起こると思いますか。

●現在の放射線被ばくで、次世代以降の人（将来生まれてくる自分の
子や孫など）への健康影響がどれくらい起こると思いますか。

29.8％29.8％

29.9％29.9％

32.4％32.4％

32.6％32.6％

32.9％32.9％

32.7％32.7％

22.1％22.1％

30.8％30.8％

27.9％27.9％

36.0％36.0％

34.4％34.4％

34.8％34.8％

23.1％23.1％

20.2％20.2％

21.6％21.6％

18.2％18.2％

19.0％19.0％

18.5％18.5％

25.0％25.0％

19.1％19.1％

18.0％18.0％

13.2％13.2％

13.8％13.8％

14.0％14.0％

24.6％24.6％

28.1％28.1％

30.5％30.5％

32.7％32.7％

33.3％33.3％

32.9％32.9％

15.2％15.2％

23.9％23.9％

21.4％21.4％

29.2％29.2％

29.0％29.0％

31.0％31.0％

25.3％25.3％

23.2％23.2％

25.9％25.9％

22.1％22.1％

22.0％22.0％

20.9％20.9％

34.8％34.8％

24.9％24.9％

22.2％22.2％

15.9％15.9％

15.6％15.6％

15.2％15.2％

極めて低い

平成
28年度

平成
28年度
平成
27年度
平成
26年度
平成
25年度
平成
24年度
平成
23年度

平成
27年度
平成
26年度
平成
25年度
平成
24年度
平成
23年度

低い 高い 極めて高い

極めて低い 低い 高い 極めて高い

※平成23年3月11日から平成24年4月1日までに避難区域等に住民登録をしていた方を
　対象とした調査結果現

在
の
放
射
線
被
ば
く
で
、
後
年
に
生
じ
る

健
康
障
害
（
例
え
ば
、
が
ん
の
発
症
な
ど
）

が
福
島
県
の
方
々
に
ど
の
く
ら
い
起
こ
る
と

思
い
ま
す
か

現
在
の
放
射
線
被
ば
く
で
、
次
世
代
以
降
の

人
（
将
来
生
ま
れ
て
く
る
自
分
の
子
や
孫
な

ど
）
へ
の
健
康
影
響
が
福
島
県
の
方
々
に
ど

の
く
ら
い
起
こ
る
と
思
い
ま
す
か

資
料

　
東
京
都
民
1
0
0
0
人
を
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

●
三
菱
総
研
の
調
査
結
果
：
20
17
年
8月
（
事
故
か
ら
６
年
８
カ
月
）

●
20
～
69
歳
の
男
女
計
10
00
人
（
男
女
各
50
0人
）
の
回
答

●
福
島
民
報
　
20
17
年
11
月
22
日
記
事
を
基
に
作
成

放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
に
関
す
る
都
民
10
00
人
の
意
識

0
20

40
60

80
10
0

（
%
）

可
能
性
は
極
め
て
低
い

低
い

高
い

可
能
性
は
非
常
に
高
い

13
.4

13
.4

14
.7

14
.7

35
.5

35
.5

36
.6

36
.6

13
.2

13
.2

33
.1

33
.1

38
.3

38
.3

15
.2

15
.2
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う
に
思
わ
れ
ま
す
。
三
菱
総
研
が
東
京
都
民
に
同
じ
よ
う
に
、
福
島
県
民
に
健
康
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
（
資
料
㊱
・
60
ペ
ー
ジ
）。

そ
の
結
果
、
半
分
の
人
が
何
か
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
世
代
に
対
す
る
影
響

も
半
分
く
ら
い
の
人
が
心
配
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

い
ん
で
す
よ
、
何
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
で
す
よ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
心
の
底
で
は
福
島
に
何
か
起
こ
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
自

体
が
大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
今
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
こ
の
よ
う
な
場
で
放
射
線
の
こ
と
を
話
し
、
み
な

さ
ん
に
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
こ
ん
な
に
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

資
料
㊲
（
62
ペ
ー
ジ
）
は
環
境
省
が
行
っ
た
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
住
民

の
健
康
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」の
中
間
と
り
ま
と
め
で
す
。
住
民
の
健
康
影
響
は
な
い
、

あ
る
の
は
避
難
と
か
の
不
安
で
起
こ
る
心
身
影
響
な
ん
だ
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
調
査

は
続
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
甲
状
腺
が
ん
に
つ
い
て
は
結
論
が
出
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
見
方
が
妥
当
な
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 

お
わ
り
に

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、大
事
な
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。

我
々
は
放
射
線
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
で
も
人

も
動
物
も
植
物
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
生
物
は
放
射

線
の
影
響
を
消
し
去
る
よ
う
な
体
の
仕
組
み
を
持
っ

て
い
ま
す
。万
が
一
が
ん
細
胞
が
で
き
た
と
し
て
も
、

で
き
た
が
ん
細
胞
は
免
疫
で
対
処
し
て
い
ま
す
。
健

康
が
害
さ
れ
る
と
免
疫
が
弱
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
時
に
が
ん
は
増
殖
し
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
修
復
す
る

仕
組
み
と
免
疫
と
い
う
２
つ
の
関
門
が
き
ち
ん
と
機

能
す
る
た
め
に
は
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

が
ん
に
な
る
要
因
と
い
う
の
は
放
射
線
以
外
に
た
く

資料　東電福島第一原発事故に伴う住民の健康影響

出典：東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う住民の健康管理のあり方に関する専門家会議
　　　中間とりまとめ　長瀧重信座長　　平成26年12月22日公表

●これまで確定的影響（組織反応）の発生は確認されていない

●福島県及び福島近隣県において被ばくに起因するがんの罹患率に統計的有
意差をもって変化が検出できる可能性は低い（現実的に困難）

●放射線被ばくにより遺伝性影響の増加が識別されるとは予想されない

●不妊、胎児への影響のほか、心血管疾患、白内障を含む確定的影響（組織反
応）が今後増加することも予想されない（WHO 報告書やUNSCEAR2013年
報告書と同様）

●避難や不安等に伴う心身の影響
　•放射線に対する不安に加えて長期の避難生活による生活習慣の変化、生活

設計が十分にできないことの不安とストレス等が血圧、肥満度、血糖値とい
った健康指標の悪化をもたらしている
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さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
の
方
を
き
ち
ん
と
対
処
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
も
ぐ
ら
叩
き
み
た
い
に
、

大
き
く
出
て
き
た
も
の
を
叩
か
な
い
と
も
ぐ
ら
は
穴
か
ら
出
て
き
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
出
た
の
は
無
視
し

て
い
て
も
大
丈
夫
な
の
で
、
順
番
と
し
て
は
大
き
く
高
い
も
の
か
ら
叩
い
て
い
く
と
い
う
の
が
健
康
に
生

き
て
い
く
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
が
健
康
に
良
い
も
の
か
と
い
う
の
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
健
康
な
生
活
を
維
持

し
て
い
け
ば
放
射
線
の
影
響
も
問
題
に
な
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
は
達
し
ま
せ
ん
。
少
な
く
て
も
調
査
結
果

で
は
福
島
県
内
に
住
ん
で
い
る
人
に
は
放
射
線
に
よ
る
直
接
的
な
問
題
は
起
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
放
射
線
被
ば
く
を
心
配
す
る
よ
り
は
、
日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
私
の
話
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
ご
清
聴
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
稿
は
平
成
30
年
10
月　

福
島
市
に
お
い
て
宍
戸
理
事
長
が
講
演
さ
れ
た
内
容
を
要
約
し
、
一
部
加

筆
し
た
も
の
で
す
。�

文
責　

広
報
部
）
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３
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士
課
程
修
了

【
職　
　

歴
】

 

昭
和
49
年
４
月
～　

仙
台
厚
生
病
院
放
射
線
科

 

昭
和
53
年
～　
　
　

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

 

昭
和
58
年
～　
　
　

秋
田
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
放
射
線
科

 

平
成
３
年
～　
　
　

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

 

（
フ
ラ
ン
ス 

カ
ン
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
Ｐ
Ｅ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー
）

 
平
成
５
年
９
月
～　

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学
講
座
教
授

 
放
射
線
診
断（
Ｃ
Ｔ
，Ｍ
Ｒ
Ｉ
，核
医
学
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）と
放
射
線
治
療
を
実
践

 

平
成
27
年
３
月　
　

福
島
県
立
医
科
大
学
を
退
職

 

平
成
27
年
４
月　
　

福
島
県
立
医
科
大
学
名
誉
教
授

 

平
成
27
年
５
月　
　

東
北
放
射
線
科
学
セ
ン
タ
ー　

理
事

 

平
成
29
年
10
月　
　

東
北
放
射
線
科
学
セ
ン
タ
ー　

理
事
長

以
上

66 65


